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特集 :まちのロジステイクスを読む

(2)物資流動と貨物車交通の違い

交通の視点で物流を見たとき,物資流動 (貨物そのものの

流動)と貨物車交通 (輸送機関の交通)は異なる概念である。

物資流動とは物資の発地と着地を結ぶ流動であり,貨物

車交通とは物資が輸送された経路をたどるものである。たと

えば,貨物車が東京を出発し,埼 玉に寄ってから神奈川で

貨物を降ろしたとき,物資流動は,東京→神奈川であるが,

貨物車交通は,東京→埼玉→神奈川となる。

(3)流通経路と都市の物流

物資流動をとらえるとき,流通経路 (チャネル)は一般に3

つあり計画の対象も異なる。流通計画では「業種間の流通

経路 (物資の販売)」を,土地利用計画では「施設間の流通

経路 (物資流動)」を,交通計画では「地域間の流通経路 (物

資流動と貨物車交通)Jを対象に計画することが多い。(図2)

(4)物資を発生集中する商業業務施設

都市計画や交通計画において,物流施設とは倉庫やター

ミナルを手旨すことが多い。

しかし,大都市にあるデパートには1日に数百台の貨物車

が集中し,また都心のオフィスビルには宅配便や業務用物

資を届けるために乗用車よりも貨物車が多く集中している。

このように,商業施設やオフイスも物流集中施設なのである。

(5)ロジスティクスを支える都市のインフラ

物流 (物的流通)やロジステイクスは,商取引により生じる

派生需要であるため,本 源的需要の商取引に大きく影響さ

れることがある。このときロジスティクスは,受発注。商品管理・

作業管理。商取引。貨物管理・運行管理などのシステムから

構成されている。

一方で,ロジスティクスを円滑に機能させるためには,こ

れを支えるインフラが必要である。このインフラには,施設 (港

湾,道路など),情報 (ネットワークなど),制度 (法制度など),

資源 (電力,上下水など),人 的インフラ(労働力など)の5つ

がある。

(生産段階)(流 通段階)(販 売段階)(消 費段階)

特に施設インフラには,交通路 (道路など)・交通機関 (貨

物車など)。交通結節点(工場,倉庫など)の具体的なハード

な整備と,交通管理。制御などのソフトな整備がある。道路

がなく,倉庫や荷さばき施設もなければ配送できないように,

物流にとって施設インフラの整備は不可欠である。

そして施設インフラを計画・運用する「都市の土地利用 ・

交通システムJが,結果としてロジスティクス・システムを支

えているため,都市の土地利用・交通システムの善し悪しが

民間企業活動の物流やロジスティクスに大きな影響を与え

ている。

3.都市の物流政策の系譜と思想

(1)郊外型整備に始まる物流政策

昭和41年 (1966)に公布された「流通業務市街地の整備

に関する法律Jでは,東京などの大都市への人口集中や業

務施設の集中に対応した物流施設の郊外移転が考えられた。

同時期の運輸経済懇談会 (1967～ 1969)の 報告,昭 和

49年 (1974)の 運輸政策審議会都市交通部会の報告など

により,商業地などでの都市内物流対策が示された。

(2)都市内物流政策の進展

消費の多様化による多品種少量生産方式が主流になり,

多頻度小日配送のニーズが多くなると,より細やかな物流

対策となった。

平成4年 (1992)の都市計画中央審議会答申での端末物

流施設整備,平成5年 (1993)の 流通市街地業務の整備に

関する法律の一部改正,平成6年 (1994)の 駐車場法の一

部改正による荷さばき駐車場の附置義務化,平成6年 (199

4)には道路審議会での広域物流拠点 (ロジスティクス・セン

ター)の整備,平成10年 (1998)の 大規模小売店舗立地法

における荷さばき施設設置の義務化などである。

(3)国家目標としての総合物流施策大綱

本格的な国際化時代を迎えて,平成9年 (1997)4月 4日

[計画 ]

(流通計画)

建築計画

土地利用計画

交通管理計画

道路計画

には総合物流施策大綱が閣議

決定され,平 成 13年 (2001)と

平成 17年 (2005)に 見直 しつ

つ引き継がれている。

特 に平成 17年 (2005)の 総

合物流政策大綱で は,国 民生

活 を支えるための都市物 流対

策が重要な政策課題の一つと

なった。
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図2 3つ の流通経路と計画との対応
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(物流の発施設) (物流の着施設)

(土地利用計画 、建築計画) (道路計画 、交通管理) (土地利用計画 、建築計画)

規制誘導対策
(公的部門による ソフトな施策)

[BI土地利用規制環境保全と効率

化のための施設立地誘導

例 :用 途地域制

許認可規制

税制

IAl交通の規制誘導安全で効率的

な交通流の誘導

例 :通 行規制

積載率規常1

共同配送

lBI土地利用規制交通整序化と物

流効率化への施設誘導

例 :附置義務駐車場

集配時間規制

地区内共同荷役

施設整備対策
(公的部門による ハードな施策)

lD]物流施設整備産業振興や環

境保全のための拠点整備

例 :流通業務団地

都市内集配拠点

共同配送拠点

ICl交通施設整備安全で効率的な

交通施設の整備

例 :道路整備

優先・専用路

積替え拠点整備

lDl物流施設整備交通流と物流効

率を高める駐停車施設

傷1:路上駐車施設

荷さばき施設

駐車場整備

Elジスティクス・システムの改善
(企業対応中心)

在庫管理効率化

例 :商 取引システム

在庫管理システム

配送効率化

例 :貨物管理システム

運行管理システム

荷さばき効率化

例 :荷 受け検品システム

館内配送システム

特集 :まちの回ジステイクスを読む 特集 :雇
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表2 都市の物流マネジメントの種類と対策例

腫

η
「
せ
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第3の対策は,道路整備などの具体的な交通施設整備で

ある。貨物車の専用レーンや優先レーンの設置は,配送時

間の短縮による効率化が可能である。さらに貨物車そのも

のでは,電気自動車や天然ガス自動車の導入も考えられる

([C])。

第4の対策は,荷さばき施設や流通業務団地の整備に代

表される物流関連施設整備である。流通業務団地やトラック・

ターミナルなどの公共施設整備により,貨物車を集約できる。

都心の商店街やオフィス街において駐停車施設や荷さばき

施設の整備により,物 流の円滑化とともに交通問題の解消

も可能である([D])。

5 おわりに

「日本の道路ネットワークは,東京で言えば丸ノ内とか銀

座を中心に環状線を造りというのはいいけど,貨物用にはど

うなっているのかというと,ないわけですJと,都市計画中央

審議会の会長を務めた井上孝でさえ,物流用のネットワーク

の不備を指摘していた。

このような状況の中にあって,都市の物流対策では2つの

新たな方向性が明らかである。

第1は,物流政策の変遷からも明らかなように,環境にや

さしい効率的な物流を実現するために,ハードな施設整備

とソフトな規制誘導の両面から道路整備が必要である。第2

は,建築 ・土地利用・交通 ・道路などの個々の物流対策の組

み合わせた総合的な対策の立案である。

都市の物流問題は複雑であり,単 一の対策で解決する場

合は多くない。それは「モグラたたきゲームJにも似て,一 つ

を解決すれば別の課題が出てくることも多い。だからこそ ,

総合的かつ複合的な都市の物流マネジメントの実践が求め

られている。
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